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Ⅰ．はじめに
　Ⅹ市男女平等教育推進委員会より「男女平等教育研修会」の講師依頼があった。筆者が
かかわった男女共同参画審議会の資料および大学ホームページの教員紹介閲覧からの人選
とのことである。研修内容については、過去の研修内容の「性同一性障害」や「デート
DV」などが提示された。「デートDV」に関しては、近年の研修でも取り上げられたようだが、
講師が心の相談員であったとのことで、違った立場で、今回も「デートDV」を取り上げ
も可能とのことであった。筆者が関連データを持ち合わせていることから、テーマは「デー
トDV」と決まった。また、近年の若い教職員の中には、男女平等教育に関しての理解が
希薄だと思われる状況もあるので、基本的な内容を多少含めて欲しいとの依頼であった。
　そこで、DVに関する最近の動向であるが、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護
に関する法律の一部を改正する法律により、都道府県における基本方針の策定はもとより、
市町村においてもその策定を要請されている。女性に対する暴力であるDVが未だに解決
されていないということである。
　今回の内容は「デートDV」であるが、若年層からの予防教育の重要性を意識する必要
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性を取り上げたい。また「デートDV」をテーマとする小・中学校教職員対象の研修記事は、
調べた範囲では見当たらないようである。そこで、小・中学校教職員研修事例として提示
することに意味があると思われるので、研修後の研修者の感想を含め、報告する。
Ⅱ．講演事例
　研修主題は「デートDVを理解する」、研修時間は90分、研修参加者はⅩ市立小・中学校
の教職員、63名（女性46名、男性17名／小学校教員49名、中学校教員14名）であった。
　当日の配布資料A３サイズ２枚、および追加配布資料A４サイズ１枚を図１〜３に示す。
　講演内容の構成を図に従って以下に示す。
Ａ： DVに関して「感じる」ことを重視し、導入部分に少し時間をかけてDVD『ENOUGH』（チャ
プター８）を視聴し、DVの問題性、深刻性を理解してもらう。身体的暴力や精神的暴力が、
この数分間の映像からでも十分に見て取れる。その後の展開は、夫の執拗な追い詰め
はもとより、夫の母親の“あなた、息子に何を言ったの?”と、夫の暴力ではなく妻の言
動を責める発言、弁護士の“手遅れです。夫はあなたを必ず殺すでしょう”発言、かくまっ
た人が被害者になったり、また、そもそも二人の出会いすら仕掛けられたものであった
ことなど、恐怖のストーリーを簡単に紹介する。結末が暴力での反撃であったのは、そ
の選択肢しか残されていなかったのか、と考えさせられてしまうものである。（10分）
Ｂ： DVD以外のツールとして、『DVカルタ』を紹介する。カルタ遊びを通して、DVの心理
的状況を理解する他に、心の相談現場での活用もある。カルタを通して、自分自身のジェ
ンダー観も感じてもらう。Ⅹ市の音をとって絵札と読み札を提示する。本誌面では、「市」
の「し」を１枚のみ例示する。読み札「指摘され/怒るあなたは/不誠実」、絵札は雌猫の“あ
なたちっとも治っていないわ”の吹き出しに対して、雄猫の“うるせえな!!オレだって辛い
んだっ”の吹き出しにちゃぶ台ひっくり返しの図柄である。（５分）（A、B共に、日本女
性学会年次大会のDVの分科会（草柳）で紹介されたものである。）
Ｃ： DVからデートDVへ進める。本学のオープンキャンパスでの30分間のミニ講義「デー
トDV…“私は大丈夫!?”」のワーク部分を除いて再現する。ワークは、高校生自身がデー
トDVのサインを見つけるためのチェックシートのさわりの部分を体験するものである。
本誌面では講義の後半部分の３枚のパワーポイント画面を図４に示す。小・中学校教育
でデートDVはそぐわないとの考えの再考を促す。図４上でDVの構造を簡単に紹介す
る。図４中は、DVが単なる腕力の問題ではなく、より良い人間関係と結びついている
ことの例示であり、身近なコミュニケーション能力の実践を示している。図４下に挙げ
られている「尊敬・尊重」、「理解・思いやり」、「誠実さ・謙虚さ」、「信頼・サポート」
…など、相手を尊重する関係性を育めば、DVはある程度防げることを示す。これらの
内容は、小・中学校で培われるものも多いと思われる。（20分）。
　　 　続いて、追加配付資料図３にある筆者らの大学生対象調査から、デートDV被害者、
加害者の特徴として明らかになった「基本的社会性」の低さを示す。ここでの基本的
社会性は「人との約束を守ることができる」、「時間を守ることができる」、「他人に迷惑
をかけない」、「自分のやるべきことは責任を持ってやり遂げる」、「自分の行動に責任を
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ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
女
性
教
育
・
学
習
活
動
の
充
実
 
ウ
 進
路
・
就
職
指
導
の
充
実
 
図
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□
西
岡
敦
子
、
小
牧
一
裕
「「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ヴ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
」
に
関
す
る
調
査
Ⅷ
―
デ
ー
ト
DV
の
現
状
、
お
よ
び
、
被
害
・
加
害
の
関
係
と
そ
の
特
徴
―
」、
『
大
阪
国
際
大
学
紀
要
 
国
際
研
究
論
叢
』
 
第
21
巻
第
3
号
、
20
08
．
 
 簡
単
な
調
査
の
結
果
 
分
析
対
象
者
：
18
歳
～
24
歳
学
生
 
男
女
32
4
名
 
調
査
時
期
：
20
07
年
 
結
果
概
要
（
一
部
）：
 
○
分
析
対
象
者
の
4
分
の
3
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
る
 
○
分
析
対
象
者
の
6
割
が
何
ら
か
の
暴
力
を
ふ
る
っ
た
経
験
が
あ
る
 
○
DV
被
害
者
の
特
徴
：
 
「
基
本
的
社
会
性
」
が
低
い
。「
怒
り
」
が
高
い
。「
関
係
満
足
」
が
低
い
。「
力
関
係
」
相
手
が
優
位
。
 
 
⇒
 
自
己
を
肯
定
し
、
関
係
性
に
成
熟
を
考
え
る
必
要
性
 
 
 
（
DV
被
害
者
は
従
来
か
ら
「
自
尊
感
情
」
の
低
さ
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
た
）
 
○
DV
加
害
者
の
特
徴
：
 
 
 
「
基
本
的
社
会
性
」
が
低
い
。「
怒
り
」
が
高
い
。「
他
者
尊
重
」
が
低
い
。「
性
役
割
」
肯
定
。
 
○
バ
ト
ル
群
の
存
在
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 
「
基
本
的
社
会
性
」
 
こ
こ
で
は
、
西
岡
、
小
牧
の
「
社
会
性
尺
度
」
を
利
用
 
下
位
尺
度
：
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、
将
来
設
計
、
意
志
の
強
さ
、
他
者
尊
重
、
情
報
収
集
・
選
択
、
基
本
的
社
会
性
 
基
本
的
社
会
性
の
項
目
：
 
・
人
と
の
約
束
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
 
・
時
間
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
 
・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
 
・
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
は
責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
 
・
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
 
・
人
か
ら
の
注
意
を
素
直
に
聞
け
る
 
 □
西
岡
敦
子
、
小
牧
一
裕
「「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ヴ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
」
に
関
す
る
調
査
Ⅶ
―
社
会
性
と
避
妊
行
動
に
つ
て
―
」、
『
大
阪
国
際
大
学
紀
要
 
国
際
研
究
論
叢
』
 
第
20
巻
第
3
号
、
20
07
．
 
 ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 
□
堤
か
な
め
、
横
山
美
栄
子
『
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
DV
）
に
関
す
る
日
本
の
現
状
と
DV
教
育
の
必
要
性
―
小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
DV
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
の
提
案
―
』『
ア
ジ
ア
女
性
研
究
』
第
14
巻
、
pp
.6
3-
71
、
20
05
．
 
＊
暴
力
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、
小
学
校
社
会
科
へ
の
DV
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
 
 □
飯
野
智
子
「
日
本
に
お
け
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
加
害
者
対
策
の
現
状
」『
実
践
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
25
号
、
pp
.5
7-
71
、
20
04
．
 
＊
青
少
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
と
、
将
来
的
構
想
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
総
合
学
習
の
必
要
性
に
も
言
及
 
図
３
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持てる」、「人からの注意を素直に聞ける」である。これらの内容も同様に、小・中学校
で培われるものであると思われることを示す。また、加害者は「他者尊重」が低く、「性
役割」を肯定していること、被害者は従来から「自尊感情」の低さが特徴とされてい
ることも提示する。（15分）
Ｄ： ほぼ50分を経過した時点であり、休憩の意味も含め、予防啓発プログラムとして内閣府
男女共同参画局が制作したDVD『人と人とのよりよい関係をつくるために ─ 交際相手
とのすてきな関係をつくっていくには ─ 』の一部（３分）である高校生対象の３つの
ケースを視聴してもらう。ケース１は携帯電話の応答に絡む、殴られたり、ばかにされ
たりする事例（加害者男子生徒・被害者女子生徒）、ケース２は他の人との付き合いを
制限され、メールアドレス削除を含む事例（加害者女子生徒・被害者男子生徒）、ケー
ス３は嫌われるのではないかとの心配から自分の本当の気持ちが言えない事例（加害者
男子生徒・被害者女子生徒）である。いずれも特別なケースではなく、状況を変えれば、
小・中学校でも起こり得るものである。それらから、人権の尊重、異性を尊重する態度、
男女相互の理解と協力を理解し、思いやりと自立の意識を育み、男女平等の理念を推
進する教育・学習の実践へと繋がればと考える。
　　 　ここで、デートDVによくある間違った認識である“別れないから暴力を受けるのは仕
方ない”について解説する。別れられない複雑な心理状況、恐怖感、無力感、もともと
好きな相手だった、などを周りが理解しておかないと「別れない被害者が悪い」になり、
DV状況が放置されてしまいかねない。
　　 　続いて、予防教育を実施する場合の指導者としての心構えを示す。まずは二次被害
を防ぐことを念頭に置くことを示し、次に、教職員という力に敏感であること、誰にで
も起こりうることであり、相談してもよいことであるというメッセージ、および、親間
で現在進行中の状況もあり得るので、個別相談に応じるメッセージを送ることの重要性
を示す。
　　 　相談を受けた場合は、相談をしたことへの相談者へのねぎらいと十分な傾聴、相談
者の意思の尊重である。ついつい助言をしてしまいかねない職種なので注意を促す。
また、相談を受けたものは一人で抱え込まず、情報を共有し、組織として対応すること
の重要性を示す。デートDVの事例ではないが、ある事例を提示した。義父からの性行
為の強要に、家族（義父との間に弟あり）の崩壊を避けるために我慢して応じているこ
とを親友や担任教員に伝えたが、誰にも言わないで欲しいという要望を二人とも忠実
に守ってしまった。やがて、妊娠、中絶、両親の離婚、情緒不安定、自殺に至ったケー
スである。本人の許可を得、専門家に相談する必要性も提示する。（12分）
Ｅ： 保護者も含めて理解が必要であるという視点から、危機介入の事例を紹介する。娘18歳、
彼19歳から２年の付き合い、妊娠を契機として双方の両親の話し合いで別れた事例で
ある。彼は異常に嫉妬心が強く、メールの数も尋常ではなく、避妊にも協力せず、彼
の行動の管理に娘は萎縮させられ、ほとんどマインドコントロールされ、自暴自棄に陥
り、思考停止と言っても良い状況であったとのことである。DVに関しては、第３者の
介入が不可欠である。子どもの恋愛に親が口を出すことに躊躇する向きもあるが、デー
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トDVの認識を持ち、子どもを守る大人としての責任について示す。また、大学生の事
例ではあるが、このような状況に陥る前の基本的な教育の必要性を理解してもらう。さ
らに、男女間の普段の会話を通して「デートDV予備軍」を見抜くということも紹介する。
（５分）
Ｆ： 最後に、本当の愛とは何なのかを、ある学生の言葉で“恋愛関係なんだから、多少の束
縛はあるよ。束縛するのは、愛し、愛されているからでしょ!”、また、別の学生の言葉
で“束縛されるのが嫌だから、恋愛はしない!”から考える。また、山口（2004）は、本当
の愛というのは、相手が自分らしく生きるのを支える、つまり、相手のその人らしさを
認めて尊重することであると言っている。そうするためには、相手が自分の考え方、生
き方、価値観などを持っている人であるということを受け入れること、自分の価値基準
で評価しない、間違っている、劣っているという見方はしない、自分の考え方を押し付
けない、譲歩し歩み寄ることを相互にしあうことが必要である、と述べていることを提
示する。
　　 　事象として起こっていることは「DV」、「デートDV」だが、その根底にあるのは男女
平等という考え方であり、人間そのものだということである。（５分）
附録： 男女平等教育の基本的事項にも触れてほしいとの要望で、男女共同参画社会、男女
共同参画基本法、男女共同参画基本計画について触れる。男女共同参画については、
男女共同参画社会基本法の第２条「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意
思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女
が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、と
もに責任を担うべき社会」の提示、男女共同参画社会基本法については、基本法前
文の一部「…男女共同参画社会の実現を二十一世紀の我が国社会を決定する最重要
課題と位置付け、社会のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に
関する施策の推進を図っていくことが重要である。…」の提示、男女共同参画基本
計画については、「10男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充
実」の中の「（１）男女平等を推進する教育・学習」の「ア 　初等中等教育の充実　・
学校教育全体を通じた指導の充実等　・家庭科教育の充実」を提示する。家庭科教
育の充実のところでは、女性差別撤廃条約批准時の国内法の改正にも触れる。（５分）
　教職員自身のジェンダー観が児童・生徒へ刷り込まれないよう、日々の研鑽を確認し、
講演を終了する。
　研修者の参集状況の調整もあり、開催側の挨拶等終了時に15分が経過していたこともあ
り、質疑応答が省かれた。主催者側の総括の後、感想等が記入された用紙を回収し終了と
なった。
Ⅲ．研修参加者の感想
　研修参加者の感想文のほぼすべてのデータ（感想文部分のみ）を提供いただけたので、
そのまま全文を図５に掲載する。
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 え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
 
p 
 D
V
の
中
身
に
も「
力・
性
的・
精
神
的
」な
ど
が
あ
り
、様
々
な
対
応
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、
DV
を
な
く
す
に
は
、
自
分
も
相
手
も
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
特
に
相
手
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
、
DV
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
詳
し
い
資
料
を
基
に
わ
か
り
や
す
い
話
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
q 
 相
談
者
の
意
志
を
尊
重
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
誰
に
も
言
わ
な
い
で
と
い
う
言
葉
を
守
っ
た
ば
か
り
に
、
悲
し
い
結
果
が
起
き
た
事
例
を
聞
い
て
、
情
報
を
共
有
し
、
一
個
人
で
な
く
組
織
と
し
て
対
応
す
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
 
r  
 被
害
者
が
相
手
と
別
れ
ら
れ
な
い
状
況
や
心
理
状
態
な
ど
詳
し
く
分
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
加
害
者
側
の
心
理
な
ど
も
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 
s 
 デ
ー
ト
DV
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、驚
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
へ
の
自
己
肯
定
感
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
意
識
し
、
力
を
つ
け
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
 
t  
 男
女
平
等
と
い
い
な
が
ら
も
差
が
あ
る
（
特
に
力
の
差
）
こ
と
、
私
自
身
も
力
の
差
は
負
け
て
し
ま
う
な
あ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
の
差
を
利
用
す
る
か
の
よ
う
な
DV
に
つ
い
て
の
予
防
や
、
相
談
を
受
け
た
と
き
の
対
応
な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
実
例
も
含
ま
れ
て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
 
u 
 「
デ
ー
ト
DV
か
。
子
ど
も
に
ど
う
返
せ
る
か
な
。」
と
思
い
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、”
社
会
性
を
育
て
る
”と
聞
い
て
ビ
ビ
ッ
と
き
ま
し
た
。普
段
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
DV
を
未
然
に
防
ぐ
一
つ
の
手
立
て
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
、（
加
害
者
と
し
て
も
被
害
者
と
し
て
も
）ま
た
違
っ
た
意
識
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
返
し
て
い
け
そ
う
で
す
。
 
v 
 ２
０
０
７
年
の
調
査
で
、
分
析
対
象
者
の
６
割
が
何
ら
か
の
暴
力
を
ふ
る
っ
た
経
験
が
あ
る
、
と
い
う
数
字
は
大
変
高
く
怖
い
。基
本
的
社
会
性
６
項
目
は
加
害
者
の
み
な
ら
ず
、被
害
者
も
低
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
驚
き
で
す
。
 
w 
 男
女
３
２
４
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
４
分
の
３
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
る
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
自
分
の
教
え
て
い
る
生
徒
で
、「
基
本
的
社
会
性
」が
低
い
者
が
い
ま
す
。将
来
ど
う
な
る
の
か
と
て
も
心
配
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
人
権
学
習
に
お
い
て
、
こ
の
「
基
本
的
社
会
性
」
を
し
っ
か
り
確
立
で
き
る
生
徒
に
育
て
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
相
手
を
支
配
し
な
い
、
自
他
共
に
大
切
に
で
き
る
人
権
学
習
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
 
x 
  
高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
当
事
者
の
年
代
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
啓
発
を
始
め
て
も
考
え
方
が
固
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
中
学
校
に
上
が
る
前
ぐ
ら
い
か
ら
「
自
分
や
相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
つ
き
あ
い
」
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。
 
y 
  
先
日
も
都
議
会
議
員
が
セ
ク
ハ
ラ
発
言
を
し
て
問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画
社
会
の
中
身
は
で
き
て
い
な
い
と
思
う
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
が
進
出
し
、
自
立
し
、
意
見
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
DV
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
必
ず
解
決
し
て
い
く
べ
き
問
題
だ
と
思
う
。
 
z 
  
DV
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
な
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、D
V
被
害
者
、加
害
者
の
特
徴
に
つ
い
て
で
す
。社
会
性
の
高
低
や
自
尊
感
情
の
高
低
等
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。小
学
生
に
DV
何
て
ま
だ
早
い
で
は
な
く
、D
V
を
し
な
い
、受
け
入
れ
な
い
子
ど
も
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
α
  
夫
婦
、
交
際
相
手
と
い
う
関
係
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
人
と
関
わ
る
と
き
に
も
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
に
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。デ
ー
ト
DV
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
話
と
子
ど
も
と
切
り
離
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、小
学
校
で
も
友
だ
ち
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
、お
互
い
の
こ
と
を
大
切
に
す
る
こ
と
等
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
に
教
師
と
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
実
践
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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a 
 西
岡
先
生
の
お
話
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
デ
ー
ト
DV
に
関
し
て
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。い
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、男
女
共
生
教
育
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、知
識
を
増
や
し
て
い
き
、教
育
現
場
に
少
し
で
も
活
か
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
参
考
文
献
も
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。
 
ｂ
 
冒
頭
は
DV
D
視
聴
で
引
き
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
講
演
に
す
ぐ
に
入
り
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
DV
カ
ル
タ
」
も
か
わ
い
い
コ
ミ
カ
ル
な
猫
の
絵
で
何
よ
り
も
被
害
者
の
心
が
軽
く
な
っ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。最
近
の
子
ど
も
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影
響
で
と
て
も
ま
せ
て
い
る
の
で
、性
教
育
と
合
わ
せ
て「
デ
ー
ト
DV
」の
話
は
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
 
ｃ
 「
デ
ー
ト
DV
は
普
通
の
DV
よ
り
軽
い
。」
と
い
う
考
え
は
、違
う
と
思
っ
た
。自
分
を
責
め
な
い
よ
う
普
段
か
ら
自
尊
感
情
の
育
成
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
 
ｄ
 
デ
ー
ト
DV
の
被
害
者
に
な
っ
て
も
気
付
き
に
く
い
か
ら
、本
当
に
ひ
ど
い
こ
と
に
な
ら
な
い
限
り
、周
り
に
も
知
ら
れ
な
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。自
尊
感
情
が
関
係
あ
る
の
を
知
っ
て
、「
な
る
ほ
ど
」と
思
い
ま
し
た
。
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
男
女
関
係
を
築
く
た
め
に
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 
e 
 D
VD
や
カ
ル
タ
な
ど
色
々
な
も
の
で
DV
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、自
分
の
意
識
も
低
い
の
を
実
感
し
た
の
で
、今
回
紹
介
い
た
だ
い
た
教
材
な
ら
気
軽
に
触
れ
ら
れ
そ
う
な
の
で
、
一
度
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
ｆ
 
デ
ー
ト
DV
と
い
え
ば「
暴
力
」に
関
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
だ
っ
た
の
で
、様
々
な
ケ
ー
ス
や
加
害
者
、被
害
者
の
考
え
方
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
 
ｇ
 
DV
,デ
ー
ト
DV
に
つ
い
て
と
言
わ
れ
る
と
小
、中
学
校
の
児
童
、生
徒
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
人
と
人
と
の
関
係
づ
く
り
」と
考
え
る
と
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、今
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
 
ｈ
 
い
ろ
い
ろ
な
具
体
例
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。「
仕
方
な
い
」
で
デ
ー
ト
DV
を
と
ら
え
る
人
た
ち
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。間
違
っ
た
考
え
方
を
き
ち
ん
と
直
せ
る
よ
う
な
知
識
を
自
分
自
身
い
ろ
い
ろ
な
面
で
男
女
共
生
意
識
を
高
め
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
 
i 
 『
EN
OU
GH
』の
DV
D
に
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。特
に
男
性
が
電
話
を
し
よ
う
と
す
る
女
性
を
制
止
す
る
場
面
で
す
。そ
の
他
に
も
男
の
方
が
力
が
強
い
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
面
に
は
、強
い
抵
抗
感
を
感
じ
ま
し
た
。も
し
、友
だ
ち
か
ら
相
談
さ
れ
た
ら・
・・
・と
思
う
と
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
身
近
に
も
起
こ
り
う
る
事
な
の
で
、
危
機
感
を
持
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
 
j  
子
ど
も
が
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
小
学
校
で
で
き
る
こ
と
は
、
人
権
意
識
や
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 
k 
デ
ー
ト
DV
が
身
近
に
あ
り
、気
付
い
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
を
大
人
が
守
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
DV
D
な
ど
を
通
し
て
教
育
し
て
い
く
場
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 
l 
 デ
ー
ト
DV
が
必
ず
し
も
男
性
か
ら
女
性
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
と
改
め
て
知
り
ま
し
た
。暴
力
と
い
っ
て
も
精
神
的
暴
力
な
ど
色
々
あ
る
し
、
遠
い
場
所
で
の
話
で
は
な
い
ん
だ
と
知
っ
て
怖
く
な
り
ま
し
た
。
 
m 
デ
ー
ト
DV
の
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。相
談
を
受
け
た
と
き
な
ど
、判
断
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
 
n 
デ
ー
ト
DV
っ
て
交
際
を
や
め
た
ら
す
む
こ
と
な
の
に
・・
・・
と
確
か
に
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、当
事
者
だ
け
で
は
そ
れ
が
難
し
い
と
言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。知
り
合
い
が（
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
）身
勝
手
な
男
性
と
付
き
合
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
何
と
し
て
も
つ
き
あ
い
を
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
身
勝
手
な
男
性
を
育
て
な
い
よ
う
男
女
共
生
の
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
 
o 
私
も
学
生
時
代
バ
イ
ト
の
女
の
子
が
DV
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、「
彼
が
ダ
メ
人
間
で
自
分
が
何
と
か
し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
。」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、「
早
く
別
れ
た
方
が
い
い
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
日
の
話
を
聞
い
て
、
女
の
子
の
心
理
を
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
 
答
え
を
急
い
で
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切
な
の
か
な
と
思
え
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
は
ど
う
な
の
か
を
考
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小・中学校教職員を対象とする男女平等教育研修会における「デートDV」の講演事例
Ⅳ．考察
　研修参加者の感想文より、研修の効果を確認する。
　研修参加者の感想文をその内容より分類すると次の９項目になった。（　）内の記号は、
図５の感想文頭の記号と対応している。
　①　デートDVは小・中学校ではそぐわないという考えの意識変化（g,z,α）
　②　デートDVの再認識（a,b,e,f,l,m,n,o,p,r,s,z）
　③　デートDVの啓発媒体の気付き（e,k）
　④　デートDVの相談体制への気付き（m,q,t,y）
　⑤　デートDVと関連する「基本的社会性」、「自尊感情」教育への気付き（c,d,j,s,u,v,z）
　⑥　デートDVを人間関係、人権教育としての視点での教育への気付き（j,p,s,w,x,α）
　⑦　性教育との関連でデートDVを取り上げたいとの提案（b）
　⑧　自分自身への振り返り（h,i,o,t）
　⑨　男女共生教育、男女平等教育への啓発（a,n）
　その他として、「参考文献も機会があれば読んでみたいという気なった（a）」があった。
　概ね、研修の成果はあったように思われる。しかし一方で、研修内容として、加害者側
の心理に不足が見られるとの指摘（r）があった。今後の課題である。加害者側の心理、また、
矯正教育についての研究は日本では遅れ気味のようだが、紹介した「DVカルタ」製作者
の草柳文献他を参照されたい。
　さまざまな業務に追われる昨今の教職員である。頭で理解はしていても実際に取り組む
までには、なかなか至らないと思われる。それでも何とか「感じる」ことで行動に移せて
もらえるように講演内容の構成に努めた。日々の指導の中で、少しでも男女共生、男女共
同参画を意識していただければ、その時が本当の意味での本日の成果であると思われる。
謝辞
　研修後の感想文を真摯に作成していただき、また、そのデータの提供に快く応じてくだ
さいましたⅩ市教職員の皆様に、また、講演のスムーズな進行のためにDVD操作などに
ご協力いただきましたⅩ市教育委員会職員に感謝致します。なにより、この研修の機会を
得られましたことに感謝致します。
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